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	　逆走台風の後は不安定な天候が続き、農作業にも影響がありました。早朝の桑の葉収穫は終了しましたが、ブルーベリーの摘み取りはもう少し続きます。
	　雨天による遅れもあり、まだまだ皆さまの応援が必要です。一度でも構いませんので、ぜひお手伝いにお越しください。
	　夏野菜の収穫・出荷作業も人手が不足しています。暑さが戻ってきますので、熱中症対策をしながら、ご協力をお願いいたします。
	　今月は新たに2名の方が入会してくださいました。ありがとうございます！　　　 　(援農担当／若林)

	　 援農体験記 　　　　　 　　　　　　
	野中小百合
	　亡き伯父の介護のために八王子へ移住し、生前の伯父の紹介をきっかけに援農活動へ参加しました。
	初めての活動は桑の葉摘みでした。背丈より高く生い茂る桑の葉の中での作業は少し勇気が必要でしたが、見上げると日の光を浴びた葉が黄緑色に輝き、とても美しい景色が広がっていました。時にはセミの羽化する姿に出会うこともあり自然の豊かさを身近に感じました。
	　一袋5キロを目標に無心で収穫を続けるうちに作業のスピードも上がり、収穫量が100キロを超えたときには仲間と大きな達成感と協力する喜びを分かち合うことができました。その後は、他の農家さんで野菜の収穫や出荷準備のお手伝いもしています。先輩方に教えていただきながら少しずつ作業を覚え、野菜が育ち、出荷されるまでの工程に携わることで、これまで当たり前に買っていた野菜が特別なものに感じられるようになりました。
	　自然に触れ、生命に直結する「食」に関わる環境の中で活動できることに感謝し、これからも微力ながら援農活動を続けていきたいと思います。

	理事会報告
	以下の通り、定例理事会を開催しました。
	8月18日（火）　出席者9名
	・親睦会について　　　　　　　・農園マニュアルについて
	・ホームページ更新について    ・コスモス畑作業小屋の改修について



	イベントのお知らせ！
	はちおうじNPOフェスティバル2026
	はちおうじNPOフェスティバル2026に出展します。
	お野菜販売も有るので、遊びに来て下さい！

	親睦会開催のご案内
	6月に予定していました「ほたる観賞会＆親睦会」が中止になりましたので、改めて｢親睦会｣を企画しました。
	11月23日(（月･祝日) 13：00～17：00　場所:未定　参加費:500円
	美味しい珈琲や手作りのお菓子を準備致します。
	詳細はあらためてご案内いたします。

	里芋・さつまいも収穫イベント開催！
	秋の実りを一緒に収穫しませんか？
	11月14日(土)（予備日15日(日)）
	場所：すずしろ22「栗の木農園」（小比企地区市民農園）
	詳細はあらためてご案内いたします。



	　イベントの報告
	◆ブルーベリー収穫体験
	　番場農園さんに会場を提供いただき、ブルーベリー収穫体験を8月7日、8日、
	9日と開催しました。猛暑の中でしたが3日間で89名が参加しにぎやかな3日間と
	なりました。参加者は怪我もなく、熱中症にもならず、無事に終えることができ
	ました。子ども達も楽しそうに、たくさん摘んでくれました。3日間で、凡そ90kg
	のブルーベリーを摘むことができました。摘んだブルーベリーは、2学期の八王子
	の小中学校の給食に提供されます｡　　　　　　　　　　　　（当日スタッフ／青山）

	事務局からの連絡
	● 最近農家さんに損害を与えかねない事案が何件か有りました。
	　援農に当たる際は、農家さんの指示をよく理解し、思い込みで作業しないようにお願い致します。
	　万が一損害を与えてしまった場合は、援農窓口に報告してください。
	　農家会員さんへ。もし、損害を与えるような事例が発生した場合は、謝礼金の範囲内での弁償とさせて
	　頂きます。
	※作業実績表の下部に細かいですが、注意事項の記載か有ります。再度お読みください。
	● 足下注意！！
	　最近の大雨で畑がぬかるんで滑ったり、雑草が生い茂り段差が判らず転んだり、落ちている野菜を踏ん
	　で滑ったりしたという話を耳にしました。ご注意ください。　　　　　　　　　　　　（事務局／嘉藤）
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